
　
本
年
最
後

の
医
界
寸
評

で
あ
る
。
今

年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第

3
波
の
最
中
に
始
ま
り
、
そ
の

後
第
4
波
、
第
5
波
と
繰
り
返

し
襲
来
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
年
だ
っ

た
。
そ
の
騒
ぎ
の
中
で
、
1
年

延
期
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
、
無
観
客
で
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
猛
威
を
振
る
い

医
療
の
逼
迫
と
言
う
よ
り
崩
壊

の
よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ん
だ

第
5
波
が
、
な
ぜ
か
急
速
に
収

束
し
た
。
こ
の
原
稿
を
記
し
て

い
る
時
点
で
は
感
染
の
落
ち
着

い
た
状
態
が
継
続
し
て
お
り
、

人
出
が
増
え
る
な
ど
だ
い
ぶ
緩

ん
だ
状
況
に
な
っ
て
い
る
▼
21

年
は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
80
年

の
節
目
の
年
で
も
あ
っ
た
。
そ

れ
に
関
す
る
報
道
な
ど
も
種
々

あ
っ
た
が
、
希
望
的
観
測
に
従

い
種
々
の
選
択
を
し
た
結
果
、

真
珠
湾
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
▼
本
年
、
総
選
挙
も
あ
っ

た
。
人
気
の
落
ち
た
首
相
の
首

を
す
げ
替
え
て
与
党
が
臨
ん
だ

選
挙
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
落
ち
着
い
た
こ
と

も
重
な
り
、
与
党
勝
利
と
言
っ

て
良
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
公
文
書
改
竄
も
、
官
僚
の

政
府
に
対
す
る
忖
度
も
水
に
流

し
て
良
い
と
有
権
者
が
選
択
し

た
よ
う
に
も
取
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
、
も
と
も
と
失
わ
れ
て
い

た
財
政
規
律
は
無
視
さ
れ
、
借

金
ま
み
れ
の
状
態
が
ま
す
ま
す

悪
化
し
て
い
る
。
後
年
、
こ
の

選
択
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
来
年

こ
そ
は
良
い
選
択
を
し
た
と
後

の
世
に
言
わ
れ
る
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。 

（
門
雀
庵
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
最

中
、
行
わ
れ
た
自

民
党
総
裁
選
挙

で
、「
成
長
と
分

配
」
を
掲
げ
た
岸

田
文
雄
氏
が
選
ば

れ
た
。
小
泉
政
権
で
鮮
明
と
な

り
、
以
後
推
進
さ
れ
て
き
た
新

自
由
主
義
か
ら
の
転
換
を
目
指

す
の
か
と
思
わ
れ
た
の
も
束
の

間
、
政
権
発
足
後
た
ち
ま
ち

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
。
声
を
大
に
し

て
訴
え
る
看
護
、
介
護
、
保
育

等
従
事
者
の
給
与
改
善
も
先
行

き
不
透
明
で
あ
る
。

　
実
現
に
向
け
、
次
期
診
療
報

酬
改
定
で
の
本
体
ア
ッ
プ
方
針

が
囁
か
れ
て
い
る
が
、
ア
ッ
プ

分
の
使
途
は
看
護
師
等
の
給
与

増
に
限
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
2
0
1
2
年
に
始
ま
っ
た

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
と
同

じ
扱
い
だ
。
こ
の
加
算
は
そ
の

後
数
回
改
定
さ
れ
た
が
、
対
象

は
直
接
介
護
に
当
た
る
職
員

（
介
護
士
）
に
限
定
さ
れ
る
。

介
護
現
場
の
実
態
を
き
ち
ん
と

把
握
で
き
て
い
な
い
典
型
で
あ

る
。

　
高
齢
者
施
設
も
障
害
者
施
設

も
介
護
士
だ
け
で
成
り
立
っ
て

は
い
な
い
。
看
護
師
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
栄
養
士
を
は
じ
め

と
す
る
調
理
職
員
、
事
務
職

員
、
清
掃
や
洗
濯
を
担
う
介
護

補
助
職
員
な
ど
多
職
種
が
協
働

し
て
日
々
活
動
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
職
種
間
の
分
断
を
助
長

す
る
よ
う
な
使
途
制
限
は
、
本

来
の
目
的
を
阻
害
す
る
要
因
で

し
か
な
い
。
対
象
外
の
職
種
に

は
、
介
護
士
の
取
り
ま
と
め
的

存
在
で
あ
る
生
活
相
談
員
も
含

ま
れ
て
い
る
。
19
年
に
上
乗
せ

さ
れ
た
介
護
職
員
等
特
定
処
遇

改
善
加
算
に
お
い
て
は
一
定
の

見
直
し
が
な
さ
れ
た
が
、
介
護

士
と
他
職
種
の
間
に
格
差
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
施
設
を
運
営
す
る
側

に
と
っ
て
、
個
々
の
介
護
職
員

の
給
与
ア
ッ
プ
に
伴
う
法
定
福

利
厚
生
費
増
に
対
応
で
き
る
だ

け
の
収
入
増
加
は
皆
無
で
、
担

保
さ
れ
て
い
な
い
。
改
定
の
た

び
行
わ
れ
た
介
護
報
酬
減
額
と

の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
他
な
ら
な

い
。
こ
れ
と
同
じ
事
態
が
医
療

現
場
に
も
持
ち
込
ま
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
人
医

師
医
療
法
人
の
診
療
所
等
で

は
、
法
定
福
利
厚
生
費
節
減
の

た
め
、
半
日
パ
ー
ト
の
職
員
を

数
で
賄
い
、
個
々
人
の
就
労
時

間
数
を
抑
制
し
て
い
る
の
が
現

実
で
あ
る
。
人
員
確
保
が
比
較

的
容
易
な
都
市
部
に
対
し
て
、

通
勤
距
離
が
長
く
、
午
前
の
外

来
、
午
後
の
在
宅
医
療
、
さ
ら

に
夜
間
外
来
ま
で
こ
な
す
過
疎

地
の
診
療
所
で
は
、
フ
ル
タ
イ

ム
常
勤
の
処
遇
を
し
な
け
れ
ば

人
は
来
な
い
。

　
こ
れ
ら
諸
々
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
従
事
者
の
処

遇
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
使
途

の
制
限
は
必
要
だ
と
し
て
も
、

医
療
、
介
護
の
報
酬
を
上
げ
、

事
業
所
の
裁
量
で
運
用
で
き
る

資
金
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
須

な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

原
資
は
利
用
者
の
負
担
増
で
賄

う
の
で
は
な
く
、
国
の
責
任
に

お
い
て
支
出
す
べ
き
で
あ
る
。

処
遇
改
善
は
報
酬
ア
ッ
プ
で

　
協
会
は
12
月
8
日
、
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
に
対
し
て
「
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
技
術
料
等

（
本
体
）
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
受
診
時
定
額
負
担
の
導

入
を
止
め
る
こ
と
、
感
染
症
対
策
に
係
る
費
用
の
評
価
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

　
協
会
の
要
望
項
目
は
以
下
の

三
つ
。

　
一
、
21
年
4
月
の
薬
価
改

定
、
22
年
4
月
の
薬
価
・
材
料

価
格
改
定
で
生
じ
た
財
源
は
全

て
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
技

術
料
等
（
本
体
）
の
引
き
上
げ

に
投
入
し
、
大
幅
な
プ
ラ
ス
改

定
と
す
る
こ
と
。

　
二
、「
療
養
の
給
付
」
を
受

け
る
権
利
を
奪
う
、
初
・
再
診

料
か
ら
の
一
定
額
の
控
除
お
よ

び
受
診
時
定
額
負
担
の
追
加
徴

収
の
導
入
を
止
め
る
こ
と
。

　
三
、
21
年
10
月
に
廃
止
さ
れ

た
感
染
症
対
策
実
施
加
算
を
す

ぐ
さ
ま
復
活
し
、
乳
幼
児
感
染

予
防
策
加
算
を
1
0
0
点
に
戻

し
た
上
で
、
22
年
4
月
度
診
療

報
酬
改
定
で
恒
常
的
な
点
数
と

し
て
新
設
す
る
こ
と
。
ま
た

は
、
初
・
再
診
料
を
大
幅
に
引

き
上
げ
て
感
染
症
対
策
を
評
価

す
る
こ
と
。
診
療
報
酬
の
評
価

で
不
足
す
る
場
合
は
、
補
助
金

の
継
続
・
新
設
を
検
討
し
て
医

療
機
関
に
給
付
す
る
こ
と
。

　
財
務
省
は
11
月
8
日
の
財
政

制
度
等
審
議
会
・
財
政
制
度
分

科
会
に
「
社
会
保
障
」
と
題
し

た
資
料
を
提
出
（
第
3
1
1
1

号
既
報
）。
22
年
度
改
定
は

「
躊
躇
な
く
『
マ
イ
ナ
ス
改
定
』

を
す
べ
き
だ
」と
主
張
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
主
張
に
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
医
療
機
関
が

被
っ
た
困
難
に
対
す
る
考
察
が

欠
如
し
て
お
り
、
20
年
度
の
概

算
医
療
費
は
総
額
42
・
2
兆

関
が
経
営
難
に
陥
り
、
淘
汰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
患
者
の
医
療
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
脅
か
す
も
の
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
欠
如
し
て
い

る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
指

摘
。
必
要
な
の
は
継
続
し
た
医

療
提
供
体
制
の
強
化
で
あ
り
、

22
年
度
改
定
に
お
い
て
、
診
療

報
酬
の
技
術
料
等
（
本
体
）
を

躊
躇
な
く
大
幅
に
引
き
上
げ
る

こ
と
だ
と
指
摘
し
た
。

　
協
会
は
12
月
14
日
、
厚
生
労

働
政
務
三
役
、
中
医
協
会
長
と

全
委
員
、
厚
生
労
働
省
保
険
局

医
療
課
長
に
、「
F
1
0
0
処

方
料
の
外
来
後
発
医
薬
品
使
用

体
制
加
算
、
A
2
4
3
後
発

医
薬
品
使
用
体
制
加
算
に
関
す

る
要
請
書
」
を
提
出
し
た
。

　
後
発
医
薬
品
主
要
メ
ー
カ
ー

が
業
務
停
止
処
分
を
受
け
た
影

響
に
よ
り
、
日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
製
薬
協
会
に
所
属
す
る
会
員

会
社
が
製
造
す
る
後
発
医
薬
品

に
つ
い
て
、
11
月
24
日
現
在
2

3
7
9
品
目
の
医
薬
品
が
供
給

調
整
品
目
と
さ
れ
て
い
る
。

　
事
態
を
受
け
、
厚
生
労
働
省

は
21
年
9
月
21
日
付
、
医
科
診

療
報
酬
「
F
1
0
0
処
方
料

の
外
来
後
発
医
薬
品
使
用
体
制

加
算
」「
A
2
4
3
後
発
医
薬

品
使
用
体
制
加
算
」
等
に
お
け

る
実
績
要
件
で
あ
る
後
発
医
薬

品
の
使
用
（
調
剤
）
割
合
を
算

出
す
る
際
に
、
算
出
対
象
か
ら

技
術
料
等
は
躊
躇
な
く

大
幅
に
引
き
上
げ
る
べ
き

円
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
1
・

4
兆
円
（
3
・
2
％
）
で
あ

り
、
過
去
最
大
の
減
少
額
・
幅

を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
11

月
24
日
に
公
表
さ
れ
た
第
23
回

医
療
経
済
実
態
調
査
で
は
医
療

機
関
の
深
刻
な
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

　
協
会
は
、
こ
う
し
た
実
態
が

あ
っ
て
な
お
財
務
省
が
マ
イ
ナ

ス
改
定
を
主
張
す
る
の
は
、
財

務
省
に
と
っ
て
個
々
の
医
療
機

受
診
時
定
額
負
担
の
拡
大
等
は

実
質
的
給
付
率
の
引
き
下
げ

　
協
会
は
、
中
医
協
が
11
月
21

日
に
議
論
し
た
、
紹
介
状
な
し

で
大
病
院
に
受
診
す
る
場
合
等

の
定
額
負
担
（
い
わ
ゆ
る
受
診

時
定
額
負
担
）
と
こ
れ
に
伴
う

保
険
給
付
の
範
囲
か
ら
一
定
額

（
初
診
時
2
0
0
0
円
、
再
診

時
5
0
0
円
）
を
控
除
す
る
方

法
は
、
ど
の
よ
う
な
理
屈
を
捏

ね
よ
う
が
こ
れ
は
明
ら
か
に
患

者
負
担
増
で
あ
る
と
批
判
。
本

来
は
健
康
保
険
法
等
の
改
定
が

必
要
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
制

度
変
更
だ
け
を
も
っ
て
し
て
国

民
に
周
知
し
た
上
で
国
会
に
法

案
を
提
出
し
十
分
に
審
議
す
べ

き
重
大
な
制
度
変
更
だ
と
指
摘

し
て
、
国
民
の
理
解
も
得
ず
に

実
施
を
自
明
の
理
で
あ
る
か
の

よ
う
な
検
討
を
す
る
こ
と
は
、

民
主
主
義
国
家
と
し
て
絶
対
に

行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
国
民
が

社
会
保
障
を
受
け
る
権
利
を
国

家
が
一
方
的
に
剥
奪
す
る
企
み

で
あ
り
暴
挙
だ
と
強
く
批
判
し

た
。

　
ま
た
、
11
月
に
実
施
し
た
代

議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
「
医
療
機
関

の
感
染
対
策
」
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
感
染
対
策
に
係
る
費
用

に
つ
い
て
改
善
を
要
望
し
た
。

外
し
て
も
差
し
支
え
な
い
除
外

リ
ス
ト
を
示
し
た
。

　
し
か
し
供
給
調
整
品
目
が
増

え
る
一
方
で
除
外
リ
ス
ト
の
訂

正
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。

　
こ
の
状
況
を
解
決
す
る
た
め

に
、
①
医
科
診
療
報
酬
の
「
F

1
0
0
処
方
料
の
外
来
後
発
医

薬
品
使
用
体
制
加
算
」「
A
2

4
3
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加

算
」
等
の
施
設
基
準
は
実
績
報

告
が
な
く
て
も
22
年
3
月
31
日

ま
で
基
準
を
満
た
し
て
い
る
扱

い
と
す
る
こ
と
②
22
年
4
月
1

日
を
超
え
て
な
お
医
薬
品
の
安

定
供
給
が
実
現
で
き
な
い
場

合
、
①
の
取
扱
い
を
継
続
す
る

こ
と
―
の
二
点
を
求
め
た
。

　
現
在
、
こ
の
問
題
に
関
す
る

調
査
結
果
を
集
約
中
。
結
果
に

基
づ
き
要
請
を
行
い
た
い
。

後
発
品
の
使
用
体
制
加
算
で
要
望

受診時定額負担の拡大反対も要望
22年度改定で技術料等を引き上げよ

施
設
基
準
緩
和
を
求
め
る

保険請求の疑問、審査・指導の相談な
ど、協会は日常診療での会員・医療機
関従業員からのご相談に対応していま
す。新規個別指導を
はじめ、指導の不安
や疑問もご相談下さ
い。しっかりサポー
トします。 ©もへろん

困ったときは まずご連絡を

保険請求など
日常診療をサポート

2 0 2 1 年 (令和 3年) 1 2 月 2 5 日 第 3 1 1 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

コ
ロ
ナ
対
策
で
第
２
次
提
言 

（
2
面
）

地
区
と
の
懇
談（
北
・
上
東
・
西
陣
） （
2
面
）

今
後
の
提
供
体
制
な
ど
で
コ
ミ
ュ
委 

（
3
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
協
会
は
、
中
級
編
の
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
を
11
月
11
日
に

開
催
。
9
人
が
参
加
し
た
。
講
師
は（
株
）Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ

Ｉ
Ｑ
の
谷
洋
子
氏
。
研
修
で
は
、「
基
本
の
振
返
り
」「
部

下
・
後
輩
へ
の
指
導
の
仕
方
」
を
テ
ー
マ
に
参
加
者
同
士
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
交
え
た
研
修
を
行
っ
た
。
以
下
、
参
加
記

を
掲
載
す
る
。

　
今
回
、
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会

（
中
級
コ
ー
ス
）
に
参
加
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
の
職

種
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
受
付
事
務

言
葉
・態
度
・表
情
が
揃
っ
た
コ
ミ
ュ
力
を
高
め
よ
う

 

中
級
編
・
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会

接
遇
に
対
す
る〝
気
付
き
〞が

盛
り
だ
く
さ
ん

く
ろ
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
相
楽
）

 

吉
村 

由
美
子

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
れ

ま
で
の
接
遇
対
応
が
本
当
に
良

か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
か

ら
ど
う
す
る
べ
き
な
の
か
考
え

て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
距
離

を
保
つ
こ
と
で
声
が
聞
き
づ
ら

く
な
っ
た
り
、
安
易
に
近
づ
く

と
嫌
悪
感
を
与
え
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
る
等
、
接
遇
の
難
し

さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
色
々
な

場
面
で
の
対
応
方
法
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
大
変
、
有
意
義
な

研
修
会
で
し
た
。

　
数
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
か

ら
、
当
院
を
選
ん
で
い
た
だ
い

た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
最
初
の

ス
タ
ッ
フ
の
対
応
で
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
印
象
が
決
ま
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
丁
寧
に

話
を
聞
い
て
、
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
雰
囲
気
作
り
を
す
る
こ

と
の
大
切
さ
も
あ
ら
た
め
て
理

解
で
き
ま
し
た
。

　
谷
先
生
の
基
本
を
振
り
返
り

な
が
ら
の
研
修
内
容
の
中
で
、

一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
無
意

識
と
意
識
に
つ
い
て
で
す
。
こ

れ
ま
で
気
に
も
留
め
な
か
っ
た

こ
と
に
気
付
く
毎
日
で
す
。

　
歩
く
足
音
に
つ
い
て
、
意
識

し
て
歩
く
こ
と
で
足
音
が
し
な

く
な
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
と

会
話
を
す
る
時
、
意
識
し
て

ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
を
入
れ
て
間

を
と
っ
た
り
、
声
の
ト
ー
ン
を

下
げ
た
り
、
抑
揚
を
つ
け
た
り

す
る
こ
と
で
以
前
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
待
合
室
に
い
る
患
者
さ
ん

に
も
意
識
し
て
目
を
配
る
こ
と

で
全
体
の
動
き
が
見
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
後
輩
へ
の
指
導
の
仕

方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ポ
イ
ン
ト
も
学
び
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
仕
事
場
以

外
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
に
く
く
な
り
、
限
ら
れ

た
勤
務
時
間
の
中
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
に
な
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
普
段

か
ら
ス
タ
ッ
フ
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
れ

ば
、
情
報
の
共
有
に
も
つ
な
が

り
、
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
も
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
と
あ
ら
た
め
て

思
い
ま
し
た
。
言
葉
・
態
度
・

表
情
の
3
点
が
揃
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
当
院
の
ス

タ
ッ
フ
全
員
で
今
回
の
研

修
を
も
と
に
こ
れ
か
ら
も

対
応
力
を
高
め
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
今
後
、
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、

目
の
前
の
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
心
地
良
い
、
安
心

し
て
も
ら
え
る
接
遇
を

チ
ー
ム
で
意
識
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
接
遇
に
対
す
る
気
付

き
を
与
え
て
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
協
会
は
、
京
都
北
・
上
京
東

部
・
西
陣
医
師
会
と
の
懇
談
を

11
月
25
日
に
ウ
ェ
ブ
で
開
催
。

地
区
か
ら
15
人
、
協
会
か
ら
6

人
が
出
席
し
た
。
上
京
東
部
医

師
会
の
小
林
雅
夫
会
長
が
進
行
。

　
冒
頭
、
京
都
北
医
師
会
の
余

み
ん
て
つ
会
長
が
「
現
在
、
コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
日
常
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
に
向

け
て
課
題
は
山
積
し
て
い
る

が
、
本
日
の
会
議
で
有
意
義
な

議
論
を
行
い
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
け
て
協
会
の
鈴
木
卓
理

事
長
が
日
頃
か
ら
の
協
会
活
動

へ
の
理
解
・
支
援
に
謝
意
を
述

べ
、「
第
6
波
に
向
け
た
医
療

提
供
体
制
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
3
回
目
接

種
、
ま
た
22
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
、
国
の
動
向
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
要
請

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
ぜ
ひ
意
見
等
を
寄
せ

て
ほ
し
い
」
と
し
た
。

　
懇
談
で
は
、
西
陣
医
師
会
か

ら
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
①
薬
剤
、

小
児
用
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
の
不

安
定
に
つ
い
て
②
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
読
取
り
機
設
置
、

保
険
証
と
の
紐
付
け
に
つ
い
て

―
を
議
論
。
ま
ず
協
会
か
ら
①

の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
巡

る
現
状
を
説
明
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
を
求
め

る
要
請
を
国
に
行
っ
た
と
述
べ

た
。
②
に
つ
い
て
は
、
全
国
で

の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
運
用
率
が

5
・
1
％
と
説
明
。
導
入
し
た

と
し
て
も
、
患
者
が
カ
ー
ド
を

忘
れ
た
、
あ
る
い
は
持
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
保
険
証
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
、
従
来
と
変

わ
ら
な
い
。
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

は
資
格
確
認
で
の
返
戻
レ
セ
プ

ト
が
減
る
こ
と
だ
が
、
医
院
で

の
保
険
証
確
認
を
ど
う
す
る

か
、
長
期
的
視
点
で
検
討
し
た

方
が
良
い
と
し
た
。

　
地
区
か
ら
は
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
問
題
で
は
大
変
困

惑
し
て
い
る
。
安
定
し
て
供
給

し
て
も
ら
え
る
よ
う
重
ね
て
国

に
要
請
し
て
ほ
し
い
」「
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
導
入
に
関
し
て
は
ベ

ン
ダ
ー
も
よ
く
わ
か
っ
て
な
い

状
況
」「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
見

て
使
用
で
き
る
の
か
患
者
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
こ
と
が

あ
る
が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
良
い
と
勘

め
ら
れ
る
の
は
医
療
機
関
な
の

で
、
メ
デ
ィ
ア
等
に
も
現
状
を

し
っ
か
り
報
道
し
て
も
ら
え
る

よ
う
求
め
て
い
き
た
い
と
し
た
。

　
続
い
て
、
①
22
年
度
診
療
報

酬
改
定
―
コ
ロ
ナ
で
ど
う
な
る

中
医
協
で
の
議
論
②
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
巻
く
諸
課

題
と
今
後
の
医
療
提
供
体
制
―

を
解
説
。そ
の
後
、各
部
会
か
ら

の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

　
閉
会
に
際
し
、
西
陣
医
師
会

の
水
谷
正
太
会
長
が
あ
い
さ

つ
。
日
常
診
療
に
役
立
つ
詳
細

な
情
報
の
提
供
に
謝
意
を
述

べ
、「
い
つ
か
は
京
都
府
医
師

会
と
協
会
が
と
も
に
活
動
で
き

る
日
が
く
れ
ば
良
い
と
考
え
て

い
る
。
お
互
い
が
協
力
し
て
国

に
要
請
等
す
れ
ば
、
今
以
上
に

我
々
の
声
が
届
く
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
な
れ
ば
良
い
と
願
っ

て
い
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

違
い
し
て
い
る
向
き
が

あ
る
」な
ど
、現
状
が
報

告
さ
れ
た
。
協
会
は
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
供
給
不
足
問
題
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

の
資
格
確
認
に
つ
い
て

も
、
患
者
に
広
く
周
知

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
状
況
と
述
べ
、
ど

ち
ら
も
ま
ず
説
明
が
求

　
協
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
第
2
次
提
言

「
感
染
症
体
制
の
見
直
し
と
保

健
所
再
生
を
」
を
11
月
30
日
に

取
り
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
第
1

次
提
言
（
1
月
26
日
）
発
表
後

の
第
4
波
、
第
5
波
が
も
た
ら

し
た
保
健
所
と
医
療
機
関
の
逼

迫
や
人
々
の
生
命
・
健
康
、
生

活
上
の
危
機
を
受
け
止
め
、
医

療
保
障
を
進
め
る
立
場
で
、
入

院
、
宿
泊
施
設
療
養
、
在
宅
で

の
医
療
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
現
場
の
視
点
か

ら
提
言
し
た
も
の
。

　
第
4
波
、
第
5
波
が
も
た
ら

し
た
危
機
か
ら
は
、
大
き
く
二

つ
の
課
題
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
一
つ
は
、
現
行
感
染
症
法

が
感
染
症
に
罹
患
し
た
患
者
に

対
し
て
「
良
質
か
つ
適
切
な
医

療
」
の
提
供
を
謳
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
構

築
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
医
療

提
供
体
制
」
の
拡
充
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
感
染
し
た
人
へ
医

療
を
保
障
す
る
仕
組
み
の
構
築

の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
、
早

期
発
見
・
治
療
と
感
染
防
止
対

策
、
必
要
十
分
な
病
床
確
保
、

ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
、
医
業
経

営
の
問
題
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点

か
ら
詳
述
し
た
。
も
う
一
つ

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
下
で
も

人
々
の
生
活
が
継
続
で
き
る
公

衆
衛
生
・
保
健
福
祉
行
政
の
あ

り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
保
健
所
機
能
の
再

生
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建

を
求
め
た
。

　
提
言
は
首
相
、
厚
労
大
臣
、

府
知
事
、
京
都
市
長
な
ど
関
係

先
に
送
付
し
た
。
全
文
は
本
紙

付
録
と
し
て
同
封
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
公
開
し
て
い
る
。

京
大
シ
ン
ポ
で

増
田
監
事
が
発
表

　
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
社
会
健
康
医
学
系
専
攻
が
主

催
す
る
「
新
し
い
感
染
症
対
策

の
あ
り
方
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
11
月
18
日
に
ウ
ェ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
約
5
0
0
人
が

聴
講
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と

し
て
増
田
道
彦
協
会
監
事
が
第

2
次
提
言
を
発
表
し
た
。

　
日
本
医
学
会
連
合
会
長
の
門

田
守
人
氏
が
基
調
講
演
し
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
増
田
氏
の
ほ
か

京
都
大
学
社
会
健
康
医
学
系
専

攻
長
の
今
中
雄
一
氏
、
京
都
大

学
環
境
衛
生
学
教
授
の
西
浦
博

氏
が
発
言
。
最
後
に
京
都
大
学

特
別
教
授
の
本
庶
佑
氏
が
、
科

学
者
と
し
て
き
ち
ん
と
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
行
政
に
発
信

し
、
行
政
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

責
任
が
あ
る
と
締
め
く
く
っ

た
。
司
会
は
共
催
し
た
公
益
社

団
法
人
京
都
保
健
会
理
事
長
の

吉
中
丈
志
氏
が
務
め
た
。

　
後
援
団
体
は
、
協
会
も
含
め

京
都
府
、
京
都
市
、
日
本
医
師

会
、
日
本
医
学
会
連
合
、
日
本

病
院
会
、
日
本
看
護
協
会
、
京

都
府
病
院
協
会
な
ど
15
団
体
。

右
上
か
ら
増
田
監
事
、
今
中

氏
、
吉
中
氏
、
右
下
か
ら
本

庶
氏
、
西
浦
氏
、
門
田
氏

コロナ対策で第２次提言

感染者へ医療保障する仕組み構築を

日　時 2月10日 （木）午後 2 時～ 4 時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師 ㈱JAPAN・SIQ協会　興梠 悦子 氏
参加費 お一人 1,000円（当日徴収）
定　員 15人（要申込：１医療機関１人まで）
　※ ソーシャルディスタンス確保のため定員
を制限しています。定員に達し次第、締
め切らせていただきます。キャンセルさ
れる場合は、事前にご連絡下さい。

医院・診療所での
接遇マナー研修会

初　級

2
人
1
組
で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
実
習

京
都
北・上
京
東
部・西
陣
医
師
会
と
懇
談

11
月
25
日
ﾠ
ウ
ェ
ブ
会
議

後
発
品
供
給
不
足
問
題
な
ど
で
意
見
交
換

出
席
者
21
人
で
開
催
さ
れ

た
京
都
北
・
上
京
東
部
・

西
陣
医
師
会
と
の
懇
談

2 0 2 1 年 (令和 3年) 1 2 月 2 5 日第 3 1 1 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



　
森
本
先
生
の
所
属
さ
れ
る
名

古
屋
市
立
大
学
消
化
器
外
科
学

講
座
で
す
が
、
内
視
鏡
外
科
学

会
で
指
導
的
立
場
に
あ
る
瀧
口

教
授
の
も
と
一
貫
し
て
最
先
端

の
技
術
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
森
本
先
生
は
そ
の
中
で
も

肝
胆
膵
に
特
化
さ
れ
、
ロ
ボ
ッ

ト
肝
切
除
に
関
す
る
情
報
発
信

を
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
外
科

医
の
一
人
で
す
。

　
1
9
9
0
年
代
前
半
に
腹
腔

鏡
下
の
肝
切
除
や
膵
頭
十
二
指

腸
切
除
（
Ｐ
Ｄ
）
が
世
界
で
初

め
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
開

腹
手
術
に
対
す
る
安
全
性
、
優

位
性
の
検
証
が
不
十
分
な
こ
と

や
、
技
術
的
困
難
性
か
ら
長
ら

く
肝
胆
膵
の
鏡
視
下
手
術
は
標

準
手
術
の
地
位
を
獲
得
で
き
ず

に
き
ま
し
た
。
03
年
に
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
下
肝
、
膵
切
除
が
初
め

て
報
告
さ
れ
て
以
降
、
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
は
急
速
に
発
展
し

て
お
り
、
ま
た
操
作
制
限
と
い

う
鏡
視
下
手
術
の
デ
メ
リ
ッ
ト

は
手
術
の
定
型
化
に
よ
っ
て
克

服
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
肝
胆
膵
分

野
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
手
術

成
績
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
森
本
先
生
が
手
術
に
お
い
て

重
視
す
る
の
は
、
観
察
、
分
析

の
後
に
目
的
を
明
確
に
し
、
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
か
ら
実
施
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
鏡
視
下

手
術
に
は
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト

と
完
成
形
の
イ
メ
ー
ジ
が
不
可

欠
と
い
う
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
手
術
ビ
デ
オ
を
提
示
し

つ
つ
、
膵
体
尾
部
切
除
（
Ｄ

Ｐ
）、
Ｐ
Ｄ
、
肝
切
除
の
順
に

名
古
屋
市
大
の
状
況
を
含
め
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
Ｄ
Ｐ
は
保
険
適
応

と
な
る
数
年
前
に
着
手
し
、
現

在
は
膵
が
ん
を
含
め
て
す
べ
て

の
Ｄ
Ｐ
を
ロ
ボ
ッ
ト
で
行
っ
て

い
ま
す
。
基
本
操
作
は
ダ
ブ
ル

バ
イ
ポ
ー
ラ
（
オ
ー
ト
カ
ッ
ト

モ
ー
ド
）
で
行
う
こ
と
、
1
st

ポ
ー
ト（
術
者
の
左
手
）を
や
や

頭
側
に
お
い
て
郭
清
時
に
血
管

や
残
膵
に
シ
ャ
フ
ト
が
当
た
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
Ｌ
Ｃ

Ｓ
で
な
く
関
節
の
あ
る vessel 

sealer 

を
使
用
す
る
こ
と
な
ど

の
コ
ツ
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｄ
は
腹
腔
鏡
で
行
う
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
ず
、
21
年

4
月
に
腹
腔
鏡
を
導
入
し
て
す

ぐ
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
移
行
し
ま
し

た
。
ポ
ー
ト
は
や
や
尾
側
に
置

き
、
下
か
ら
見
上
げ
る
視
野
を

活
か
し
て
＃
14
、
＃
8
〜
12
の

し
っ
か
り
し
た
郭
清
手
技
を
供

覧
さ
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
肝
切
除
は
20
年
4

月
か
ら
臨
床
試
験
と
し
て
取
り

組
み
、
現
在
は
肝
切
除
の
3
割

ほ
ど
を
占
め
ま
す
。
Ｓ
7
、
Ｓ

8
の
腫
瘍
で
も
30
度
ア
ン
グ
ル

の
ス
コ
ー
プ
で
十
分
に
見
え
、

バ
イ
ポ
ー
ラ
に
よ
る
ク
ラ
ン
プ

ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
吸
引
で
比
較
的

自
由
に
肝
実
質
の
切
離
面
を
作

る
こ
と
が
で
き
て
、
胆
道
再
建

を
含
む
拡
大
手
術
も
す
で
に
2

例
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ビ
デ
オ
を
拝
見
し
て
特
に
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
術
野
展
開

に
こ
だ
わ
っ
て
、
そ
れ
に
十
分

な
時
間
を
か
け
て
い
る
こ
と
で

す
。
会
員
の
皆
様
か
ら
は
、
門

脈
を
直
接
把
持
し
て
術
野
展
開

す
る
シ
ー
ン
に
関
し
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

で
は
、
触
覚
が
な
い
デ
メ
リ
ッ

ト
を
視
覚
と
経
験
で
補
っ
て
、

門
脈
把
持
も
あ
え
て
行
う
こ
と

で
術
野
を
完
全
に
術
者
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
下
に
お
く
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
の
お
答
え
で
し
た
。

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
に
も
適
応
が
広

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
で
す
が
、
難
易
度

の
高
い
肝
胆
膵
外
科
の
分
野
で

は
、
術
者
に
一
定
の
経
験
値
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

 

（
西
京
・
西
躰 

隆
太
）

　
開
会
に
際
し
鈴
木
理
事
長
は

「
第
5
波
が
収
束
傾
向
に
あ
る

が
、
第
6
波
に
備
え
た
医
療
体

制
の
構
築
が
必
要
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
医
療
体
制
の
逼
迫
は
、
病

院
の
機
能
分
化
を
進
め
て
い
く

中
で
起
こ
っ
た
。
そ
れ
で
も
政

府
は
機
能
分
化
を
推
し
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
今
冬
は
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時

流
行
が
懸
念
さ
れ
、
し
っ
か
り

と
し
た
ワ
ク
チ
ン
供
給
を
政
府

に
求
め
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
状
況
が
各
地
区
か
ら
報
告
さ

れ
、
地
区
か
ら
は
「
個
別
接
種

に
関
し
て
、
接
種
者
を
6
人
揃

え
る
の
が
大
変
」
と
し
、
そ
の

原
因
と
し
て
「
接
種
者
の
無
断

キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト

や
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
影

響
さ
れ
て
直
前
で
キ
ャ
ン
セ
ル

さ
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

正
し
い
情
報
の
周
知
が
必
要

だ
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
6
人
揃
わ
な

い
場
合
は
、
集
団
接
種
に
回
っ

て
も
ら
う
し
か
な
い
の
で
は
な

い
か
。
接
種
を
迷
っ
て
い
る
人

や
職
場
・
学
校
で
の
差
別
な
ど

に
対
し
て
も
正
し
い
ワ
ク
チ
ン

情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
回
答
し
た
。

る
。
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
へ

の
対
策
も
再
構
築
が
必
要
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
も
野
戦
病
院
型

で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
の
う
ち
か
ら
設
備
や
体
制
を

確
保
し
て
お
く
の
が
良
い
の
で

は
な
い
か
」
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
対

応
を
一
手
に
担
う
地
域
の
保
健

所
も
感
染
者
急
増
で
機
能
不
全

に
陥
っ
た
。
保
健
所
か
ら
の
要

請
で
自
宅
療
養
者
の
健
康
観
察

を
求
め
ら
れ
た
地
区
医
師
会
も

あ
り
、「
普
段
訪
問
診
療
を

行
っ
て
い
て
も
、
自
身
の
感
染

公
衆
衛
生
の

 

拡
充
求
め
る

（
医
療
機
関
の
休
診
）
を
恐
れ

て
対
応
を
断
る
医
療
機
関
も
あ

る
」「
何
の
補
償
も
な
く
、
診

た
こ
と
の
な
い
患
者
を
診
る
の

は
難
し
い
」
と
報
告
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
公
衆
衛
生
の

再
構
築
が
必
要
だ
。
感
染
症
に

対
し
て
、
公
立
・
公
的
病
院
の

意
義
が
あ
る
は
ず
だ
。
統
廃
合

で
は
な
く
、
再
度
公
立
・
公
的

病
院
の
意
義
を
考
え
る
べ
き

だ
」
と
述
べ
た
。

　
2
0
2
2
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
関
し
て
、
地
域
包
括
診
療

料
・
地
域
包
括
診
療
加
算
の
対

象
疾
患
の
追
加
や
耳
鼻
咽
喉
科

の
点
数
の
包
括
化
な
ど
、
中
医

協
で
議
論
さ
れ
て
い
る
内
容
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
関
連
の
各
自
治
体
の
補
助

金
の
情
報
を
提
供
し
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
野
戦
病
院
型

に
関
し
て
、
隔
離
は
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
十
分
な
医
療

提
供
が
難
し
い
の
で
は
な
い

か
。
軽
症
者
や
中
等
症
で
も
増

悪
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
既
存

の
施
設
や
ホ
テ
ル
を
活
用
し

て
、
し
っ
か
り
と
し
た
医
療
提

供
が
で
き
る
体
制
が
重
要
」
と

回
答
し
た
。

　
第
6
波
の
感
染
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
こ
れ
ま
で
の
国

や
行
政
の
対
応
は
後

手
後
手
で
あ
っ
た
。

第
5
波
で
は
感
染
し

て
も
入
院
で
き
ず
、

自
宅
療
養
中
に
死
亡

す
る
事
例
が
相
次
い

だ
こ
と
も
あ
り
、
地

区
か
ら
は
「
対
策
が

感
染
の
ピ
ー
ク
と
ず

れ
て
い
る
こ
と
が
医

療
を
逼
迫
さ
せ
て
い

各地区の医療体制の課題が明らかに

　
協
会
は
10
月
23
日
、
2
0
2
1
年
度
第
1
回
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
を
ウ
ェ
ブ

で
開
催
。
地
区
委
員
18
人
、
協
会
か
ら
10
人
が
出
席
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
取

り
巻
く
諸
課
題
と
今
後
の
医
療
提
供
体
制
」「
2
0
2
2
年
度
診
療
報
酬
改
定
―
コ
ロ
ナ
で

ど
う
な
る
中
医
協
で
の
議
論
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し
、
第
6
波
に
備
え
た
医
療
提
供
体

制
の
構
築
を
求
め
る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

講
師
の
森
本
氏

最
先
端
技
術
の
ロ
ボ
ッ
ト
肝
胆
膵

手
術
を
学
ぶ

外
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

　
外
科
診
療
内
容
向
上
会
が
10
月
30
日
、
京
都
外
科
医
会
と
協
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ

た
。
済
生
会
京
都
府
病
院
統
括
副
院
長
・
部
長
の
藤
信
明
氏
が
会
を
進
行
し
、
ウ
ェ
ブ

参
加
を
含
む
31
人
が
参
加
し
た
。
ま
ず
京
都
外
科
医
会
の
猪
飼
伊
和
夫
会
長
と
協
会
の

鈴
木
卓
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。
協
会
の
曽
我
部
俊
介
理
事
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
臨

時
的
な
診
療
報
酬
の
情
報
提
供
後
、
特
別
講
演
と
し
て
、
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
消
化
器
外
科
学
分
野
・
講
師
の
森
本
守
氏
が
講
演
し
た
。

医療提供体制の再構築と
ワクチンの問題解決が急務

コミュニケーション委員会

　コロナ禍の中でさまざまな基本的人権の制限ともいえる状
況があり、また、コロナを好機ととらえ緊急事態条項創設を
主張し改憲してしまおうという動きもあります。講演会は『パンデミックを生
きる指針』（岩波新書）などで注目の歴史学者・藤原辰史さんを講師に歴史学
からみた日本国憲法の意義を読み解いていただきます。

「九条の会アピール」 を支持する
京都医療人の会 オンライン講演会

日　時 2022年 1 月 6 日（木）午後6時30分～8時
講　演 「コロナ禍に日本国憲法を読む」
講　師 藤原 辰史氏（京都大学人文科学研究所准教授）

ZOOMウェビナーにて公開開催
協会HPから申込できますが、こちらからもできます➡

どなたでも
無料でご参
加いただけ
ます

事前
申込
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　京都銀行における医療機関の諸費用引落し業務変更に伴い、協会会費・保険料
等を京都銀行の社会保険診療報酬振込指定口座から引落しの皆さまにつきまして
は、2022年１月より引落し方法を同行自動口座振替（原則26日引落し）に変更
（移行）させていただきます。この変更（移行）に伴う新たなお手続きやご負担
はございません。
　また、引落し変更（移行）により、京都銀行が毎月発行する「医療機関諸費用
等引落明細書」には、協会引落し分が表記されなくなりますので、今後は通帳の
記帳により引落し内容のご確認をお願いいたします。
　ご不明な点がありましたら、変更（移行）対象の皆さまに送付した案内ハガキ
や協会ホームページを参照いただくか、協会事務局（☎075-212-8877）までお問
い合わせ下さい。ご理解、ご協力をお願い申し上げます。

協会会費・保険料など
社会保険診療報酬振込指定口座

（京都銀行）から引落しの皆さまへ



新型コロナワクチン
３回目接種

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
3

回
目
接
種
が
12
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
。
京
都
市
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
協
議
会

の
第
2
回
を
12
月
9
日
に
開

催
。
3
回
目
接
種
の
進
め
方
が

公
表
さ
れ
た
（
表
1
）。

　
京
都
市
は
1
・
2
回
目
の
基

本
方
針
を
踏
襲
し
、
3
回
目
も

身
近
な
病
院
・
診
療
所
で
の
個

別
接
種
を
基
本
に
、
補
完
と
し

て
集
団
接
種
を
実
施
す
る
と
し

て
い
る
。

　
3
回
目
接
種
の
実
施
主
体
は

全
対
象
者
に
つ
い
て
市
町
村
と

な
る
。
接
種
は
2
回
目
接
種
終

了
か
ら
原
則
8
カ
月
以
上
経
過

し
て
か
ら
だ
が
、
医
療
従
事

者
、
高
齢
者
施
設
の
入
所
者
・

従
事
者
等
は
、
接
種
券
が
ま
だ

手
元
に
な
く
と
も
6
カ
月
経
過

し
た
時
点
か
ら
接
種
可
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
22
年
2
月
か
ら

の
予
定
と
な
っ
て
い
た
高
齢
者

施
設
入
所
者
以
外
の
高
齢
者

も
、
12
月
17
日
付
で
国
の
方
針

と
し
て
7
カ
月
に
短
縮
す
る
と

報
道
さ
れ
て
お
り
、
前
倒
し
さ

れ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、

新
12
歳
や
1
回
目
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
、
お
よ
び
5
歳
か
ら

11
歳
の
小
児
は
2
月
か
ら
の
住

民
接
種
か
ら
受
け
付
け
予
定
と

さ
れ
て
い
る
。
協
議
会
で
は
、

医
療
従
事
者
は
1
・
2
回
目
と

同
様
の
接
種
場
所
を
基
本
と
し

自
院（
勤
務
先
）・
病
院
グ
ル
ー

プ
内
で
の
接
種
、
近
隣
の
医
療

機
関
で
の
接
種
を
実
施
し
て
ほ

し
い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
接
種
券
は
2
回
目
接
種
終
了

か
ら
8
カ
月
目
到
達
以
前
に
配

送
予
定
で
、
現
在
順
次
配
送
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
に
関
し
て

は
、
1
・
2
回
目
接
種
で
は

フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
が
96

％
、
モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
4

％
だ
っ
た
が
、
3
回
目
接
種
で

は
接
種
対
象
者
数
の
ワ
ク
チ
ン

は
確
保
し
て
い
る
も
の
の
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
58
％
、

モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
42
％
の
配

分
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
交
互

接
種
を
前
提
と
し
た
接
種
体
制

の
調
整
が
必
要
と
さ
れ
た
。
ま

た
、
モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
は

1
・
2
回
目
と
3
回
目
で
接
種

量
が
変
わ
る
こ
と
、
小
児
用

フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
は
希
釈

の
生
理
食
塩
水
の
量
、
接
種
量

と
も
に
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ

ン
と
異
な
る
（
表
2
）。

　
接
種
実
施
医
療
機
関
へ
の
ワ

ク
チ
ン
配
送
は
、
引
き
続
き

「
京
都
市
ワ
ク
チ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
発

注
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
。
モ
デ

ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
配
送
方
法

は
、
現
在
検
討
中
と
報
告
さ
れ

た
。

　
協
会
も
参
加
す
る
「
保
険
で

良
い
歯
科
医
療
を
」
京
都
連
絡

会
は
11
月
6
日
、
市
民
講
演
会

を
開
催
。
現
地
と
ネ
ッ
ト
参
加

を
合
わ
せ
61
人
が
参
加
し
た
。

福
岡
の
医
師
・
今
井
一
彰
氏
が

「
い
ま
こ
そ
知
り
た
い
鼻
呼

吸
、
口
呼
吸
の
こ
と
―
コ
ロ
ナ

時
代
を
元
気
に
乗
り
切
る
た
め

に
」
と
題
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
よ
り
重
要
と
な
る
免
疫

力
向
上
の
秘
訣
を
講
演
し
た
。

　
今
井
氏
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
後

遺
症
の
治
療
経
験
を
踏
ま
え
な

が
ら
解
説
。
自
院
の
患
者
の
う

ち
後
遺
症
を
訴
え
る
の
は
比
較

的
若
い
患
者
に
多
く
、
ほ
と
ん

ど
に
上
咽
頭
炎
の
症
状
が
み
ら

れ
、
そ
の
治
療
で
疲
労
感
や
頭

痛
な
ど
多
彩
な
症
状
の
改
善
が

み
ら
れ
た
と
報
告
し
た
。

　
今
井
氏
は
、
感
染
症
の
予
防

策
と
し
て
、
換
気
、
手
洗
い
、

鼻
う
が
い
、
歯
磨
き
の
4
つ
を

例
示
。
特
に
鼻
う
が
い
は
、
ウ

イ
ル
ス
の
家
庭
内
感
染
を
35
％

減
ら
す
実
績
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
感
染
後
も
鼻
う
が
い
に
取

り
組
む
こ
と
で
症
状
の
軽
快
を

促
進
す
る
効
果
が
あ
る
と
説
明

し
た
。

　
次
に
呼
吸
方
法
に
つ
い
て
、

口
呼
吸
を
す
る
人
は
し
な
い
人

に
比
べ
て
喘
息
の
罹
患
し
や
す

さ
が
2
倍
〜
4
倍
に
な
る
と

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
を
常

時
着
用
す
る
機
会
が
増
え
、
息

苦
し
さ
か
ら
口
呼
吸
の
頻
度
が

明
ら
か
に
高
ま
っ
て
い
る
と
注

意
を
促
し
た
。
ま
た
、
口
呼
吸

の
リ
ス
ク
は
感
染
症
だ
け
で
な

く
、
免
疫
系
の
疾
患
に
対
す
る

リ
ス
ク
を
高
め
る
臨
床
結
果
を

報
告
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、

口
呼
吸
か
ら
鼻
呼
吸
に
変
え
る

と
体
の
炎
症
作
用
を
抑
え
や
す

く
な
る
こ
と
で
症
状
の
改
善
に

繋
が
る
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、
口
呼
吸
の
改
善
方

法
と
し
て
「
あ
い
う
べ
体
操
」

と
、
マ
ス
ク
を
つ
け
た
ま
ま
で

き
る
ベ
ロ
回
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
解
説
。
口
周
り
の
筋
肉
群
を

鍛
え
る
効
果
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
体
温
の
上
昇
に
よ
る
免
疫

機
能
の
活
発
化
も
見
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
に
推
奨
す

る
と
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
時

代
に
お
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア
と
し

て
、
免
疫
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
述
べ
、「
命
の

上
流
」
で
あ
る
「
口
と
鼻
を
守

る
こ
と
」
を
心
掛
け
て
ほ
し
い

と
訴
え
て
、講
演
は
終
了
し
た
。

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
京
都
連
絡
会
が
市
民
講
演
会

今
井
医
師
が
鼻
呼
吸
の
大
切
さ
を
伝
授

　京都府保険医協会は第202回定時代議員会を開催
します。新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観
点から、原則、Zoomを用いたインターネットで開
催します。代議員の方はぜひご出席下さい。代議員
が欠席の場合は、予備代議員の出席をお願いします。
　代議員には12月13日付で案内を郵送していますの
で、ご返信をお願いします。
　また、京都府保険医協会議事規定第４章第21条に
より、代議員が議案を提出される場合は、同規定に
定められた手続きでご提出下さい。議案書は１月18
日頃に発送予定です。

日　時 2022年 1月27日 （木）
 午後２時15分～４時
場　所 原則インターネット（Zoom）
  ホテルグランヴィア京都
 （JR京都駅直結　☎075 - 344 - 8888）

議　題 ①2021年度上半期活動報告
　　　 ②2021年度下半期重点方針
　　　 ③決議採択、等

第202回 定時代議員会

講
師
の
今
井
氏

新型コロナ 医療機関経営情報

申請提出期限  

2022年１月14日（金）　※消印有効

補助対象機関
京都府内に所在する医療機関のうち、「診療・
検査医療機関」に指定している機関であって、
京都府ホームページで公表を行い、かつ、か
かりつけ患者以外の患者（初診患者）の診察を
可としている機関
※ 現在、公表を行っていない、またはかかりつけ患者
以外の患者（初診患者）の診察を不可としている機関
については、申請前に公表または受入患者の範囲を
変更し申請書を提出下さい。

補助対象期間
2021年４月１日～2022年３月31日
※2021年４月１日以降の発注・
　2022年３月31日までの納品と支払完了 が条件。

令和３年度新型コロナウイルス感染症
検査機関等設備整備事業補助金

京都府内の
【診療・検査医療
機関】対象

補助対象設備
（１） 次世代シークエンサー
（２） リアルタイムPCR検査装置
　　　（全自動PCR検査装置を含む）
（３） 等温遺伝子増幅装置
（４） 全自動化学発光酵素免疫測定装置

基 準 額
知事が必要と認めた額（補助率：10分の10）

提出方法
紙媒体（郵送）　または　電子媒体（メール）

お問い合わせ先
京都府健康福祉部薬務課薬物対策・企画係　
PCR等補助金担当
Mail：yakumu-kikaku@pref.kyoto.lg.jp
※12/29～1/3は年末年始のため休務

手続に必要な書類は以下からダウンロードが可能
京都健康医療よろずネット
http://www.mfi s.pref.kyoto.lg.jp/ap/qq/men/
pwtpmenult01.aspx
※ ログインできない場合は問い合わせ先メールまで申請書様式希望の旨、
ご連絡下さい。

2 0 2 1 年 (令和 3年) 1 2 月 2 5 日第 3 1 1 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

京都市が連絡協議会で体制公表
（表１）３回目接種の概要

接種対象者

２回接種完了者すべて＊に対して３回目接種の機会を提供
※まずは18歳以上の方を予防接種法上の特例臨時接種に位置付け
＊特に追加接種をおすすめする方
・ 高齢者、基礎疾患を有する方などの「重症化リスクが高い方」
・介護従事者等の「重症化リスクの高い方との接触が多い方」
・ 医療従事者等の「職業上の理由等によりウイルス曝露リスクの高い方」

２回目接種完了
からの接種間隔

２回目接種から原則８カ月以上
ただし、医療従事者、高齢者施設の入所者・従事者等は、
２回目接種から６カ月以上で接種券がなくても３回目接種を実施可

接種回数 １回

使用ワクチン １回目・２回目に用いたワクチンの種類にかかわらず、
mＲＮＡワクチン（ファイザーまたはモデルナワクチン）を使用

３回目接種
の実施期間 2021年12月１日から22年９月30日まで

ワクチン接種
に係る支援策

時間外・休日の接種に対する加算※等の支援策についてはすべて継続
※単価：2,070円／回、時間外：＋730円
休日：＋2,130円

（表２）
１・２回目 ３回目 ５－11歳 １・２回目

ファイザー 1.8mlで希釈、0.3ml ６回/V 1.8mlで希釈、0.3ml ６回/V ×

モデルナ 0.5ml 10回/V 0.25ml 15回/V
※シリンジによっては15回/V以上 ×

小児用ファイザー × × 1.3mlで希釈、0.2ml 10回/V
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定　価

 11,000円
京都協会会員

 5,000円
他府県協会会員

 7,000円
各税込送料別

　
Ｑ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（SA
R
S-C
oV
-2

）
抗
原
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
抗

原
を
同
時
に
検
出
す
る
迅
速
診

断
キ
ッ
ト
（
富
士
レ
ビ
オ
「
エ

ス
プ
ラ
イ
ンSA

R
S-C
oV
-

2 

& F
lu A

+B

」、
ニ
チ
レ

イ
バ
イ
オ
「C

O
V
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-19 

and Influenza A

+B 

抗

原
コ
ン
ボ
テ
ス
ト
」、
デ
ン
カ

「
ク
イ
ッ
ク
ナ
ビ
TM 

―F
lu

+

C
O
V
ID
19 A

g

」な
ど
）に

つ
い
て
、
①
6
0
0
点
＋
1
3

9
点
で
算
定
で
き
る
の
か
、
②

28
公
費
の
対
象
と
な
る
の
か
？

　
Ａ
、
①
検
査
料
と
し
て
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
抗

（
30
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
、
他
院
か
ら
本
件
医

療
機
関
に
正
中
頸
嚢
胞
の
治
療

目
的
と
し
て
紹
介
受
診
し
た
。

医
師
は
、
患
者
の
舌
骨
上
に
嚢

胞
様
腫
瘤
を
認
め
、
ま
た
単
純

Ｃ
Ｔ
で
も
同
様
の
所
見
で
あ
っ

た
た
め
正
中
頸
嚢
胞
と
診
断
。

受
診
か
ら
約
10
日
後
に
全
身
麻

酔
下
で
摘
出
術
を
行
っ
た
。
麻

酔
実
施
後
の
手
術
直
前
に
Ｃ
Ｔ

を
見
直
す
と
別
の
軟
部
腫
瘤
と

見
え
る
陰
影
が
写
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
い
た
。
そ
こ
で
、
患

者
の
家
族
に
は
新
た
に
見
つ

か
っ
た
腫
瘤
も
併
せ
て
摘
出
す

待
た
ず
に
示
談
を
要
求
し
、
さ

ら
に
業
務
上
過
失
傷
害
罪
で
担

当
医
を
刑
事
告
訴
し
た
。

　
医
療
機
関
側
は
、
最
初
に
摘

出
し
た
腫
瘤
は
結
果
的
に
異
所

性
甲
状
腺
で
あ
っ
た
が
、
正
中

頸
嚢
胞
と
診
断
し
て
も
無
理
は

な
い
と
し
て
医
療
過
誤
を
否

定
。
し
か
し
、
引
き
続
き
摘
出

し
た
2
個
目
は
、
も
っ
と
慎
重

に
診
断
す
べ
き
で
、
手
術
適
応

は
な
く
そ
の
過
誤
を
認
め
た
。

治
療
費
は
、
今
後
に
予
想
さ
れ

る
甲
状
腺
機
能
障
害
も
含
め

て
、
請
求
し
な
い
と
患
者
側
に

約
し
た
。
患
者
は
一
生
投
薬
が

必
要
に
な
る
ま
で
に
は
至
ら
な

い
が
、
毎
年
、
検
診
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

3
年
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
側
は
1
個
目
の
腫

瘤
摘
出
は
医
療
過
誤
を
否
定
し

た
。
し
か
し
、
患
者
の
予
後
に

影
響
を
与
え
る
の
は
2
個
目
の

腫
瘤
（
異
所
性
甲
状
腺
）
の
切

除
で
あ
っ
た
の
で
、
2
個
目
の

診
断
の
是
非
が
問
題
と
な
っ

た
。
な
お
、
患
者
は
症
状
固
定

を
待
た
ず
に
賠
償
金
額
の
提
示

を
医
療
機
関
側
に
急
が
せ
て
い

る
様
子
が
窺
え
た
が
、
症
状
固

定
を
待
た
な
い
と
損
害
が
確
定

で
き
な
い
こ
と
を
患
者
に
理
解

す
る
よ
う
に
求
め
た
。

　
ま
た
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

医
学
的
な
確
認
を
行
っ
た
。

　
Ｃ
Ｔ
画
像
か
ら
異
所
性
甲
状

腺
と
の
読
影
・
診
断
は
可
能
で

る
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
承
諾

を
口
頭
で
得
た
。
し
か
し
、
医

師
は
摘
出
中
に
嚢
胞
様
腫
瘤
・

軟
部
腫
瘤
で
は
な
く
異
所
性
甲

状
腺
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。

術
後
、
摘
出
標
本
か
ら
は
異
所

性
甲
状
腺
に
見
え
、
組
織
学
的

に
も
甲
状
腺
組
織
で
あ
る
と
確

認
さ
れ
た
。

　
患
者
側
は
、
誤
診
と
し
て
今

後
予
想
さ
れ
る
甲
状
腺
機
能
障

害
に
関
し
て
賠
償
を
求
め
た
。

弁
護
士
を
介
し
て
症
状
固
定
を

異
所
性
甲
状
腺
を
誤
っ
て
摘
出

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
153

あ
っ
た
か
？

　
Ｃ
Ｔ
像
は
、
典
型
的
な
異
所

性
甲
状
腺
で
あ
っ
た
。
画
像
診

断
の
専
門
医
で
あ
れ
ば
誤
診
は

ま
ず
あ
り
得
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
正
中
頸
嚢
胞
と
診
断
す
る

こ
と
は
不
適
切
と
判
断
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
た
だ
し
他
科
医
師

（
画
像
診
断
を
専
門
と
し
な
い

医
師
）
で
あ
れ
ば
、
や
む
を
得

な
い
と
の
判
断
も
あ
り
得
る
。

逆
に
言
え
ば
、
Ｃ
Ｔ
の
読
影
を

画
像
診
断
専
門
医
に
依
頼
し
て

い
れ
ば
誤
診
は
未
然
に
防
げ
た

で
あ
ろ
う
。

　
よ
っ
て
、
医
療
機
関
側
の

「
舌
骨
の
前
方
（
皮
膚
側
）
に

あ
る
腫
瘤
に
つ
い
て
は
、
正
中

頸
嚢
胞
の
好
発
部
位
で
あ
る
こ

と
。
高
濃
度
タ
ン
パ
ク
な
ど
貯

溜
す
る
と
高
濃
度
に
な
る
こ
と

が
あ
る
こ
と
。
頻
度
的
に
正
中

頸
嚢
胞
が
多
い
こ
と
な
ど
よ

り
、『
正
中
頸
嚢
胞
』
と
術
前

診
断
さ
れ
得
る
と
考
え
ら
れ

る
」
と
の
医
療
機
関
側
の
見
解

に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｔ
像
で
見
ら

れ
る
舌
根
部
腫
瘤
を
見
逃
し
て

い
る
点
で
過
失
と
な
る
。
舌
根

部
腫
瘤
に
も
気
づ
く
べ
き
で
あ

り
、
気
づ
い
て
い
れ
ば
、
舌
骨

前
方
の
腫
瘤
が
そ
れ
と
全
く
同

様
の
濃
度
お
よ
び
内
部
性
状
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
も
異

所
性
甲
状
腺
で
あ
る
と
の
診
断

に
容
易
に
辿
り
つ
く
。

　
当
初
か
ら
医
療
過
誤
は
指
摘

さ
れ
て
い
た
が
、
患
者
の
実
損

か
ら
考
え
る
と
、
法
外
な
賠
償

金
を
請
求
さ
れ
た
た
め
に
、
示

談
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。

そ
の
間
に
、
患
者
側
は
刑
事
告

訴
を
し
て
き
た
も
の
で
、
事
態

が
よ
り
複
雑
化
し
た
。
ま
た
、

検
察
官
が
民
事
解
決
を
促
す
発

言
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
通

常
よ
り
は
高
額
示
談
と
な
っ

た
。
検
察
官
に
刑
事
事
件
と
し

て
起
訴
す
る
こ
と
を
回
避
し
た

い
様
子
が
窺
わ
れ
た
。 

　
ま
れ
に
、
医
事
紛
争
が
業
務

上
過
失
「
致
死
」
罪
で
告
訴
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、
業

務
上
過
失
「
致
傷
」
罪
で
の
告

訴
は
極
め
て
珍
し
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
患
者
側
が
刑
事

事
件
化
を
仄
め
か
す
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
の
場
面
に
遭
遇
し
た

医
療
機
関
側
の
苦
悩
は
計
り
知

れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
、
患
者
側
、
医
療
機
関
側
両

者
に
と
っ
て
極
め
て
不
幸
で
残

念
な
こ
と
で
も
あ
る
。

　
協
会
は
刑
事
・
民
事
の
い
ず

れ
で
あ
っ
て
も
、
な
る
べ
く
裁

判
は
回
避
し
、
当
事
者
間
で
の

解
決
を
目
指
し
て
い
る
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
医
療
過
誤
を

認
め
て
示
談
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
医
師
の
起
訴
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
医
療
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
への
貢
献

第
5
波
に
お
け
る
死
亡
者
の
大
き
な
抑
制
に

　
2
0
2
0
年
の
3
月
以
降
、

現
在
ま
で
我
々
は
第
5
波
の
感

染
者
の
ピ
ー
ク
を
観
察
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
第
1
〜
3
波
は

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
ん
で
お

ら
ず
、
第
4
波
で
医
療
従
事

者
、
高
齢
者
や
感
受
性
者
に
接

種
し
、
ほ
ぼ
第
5
波
の
前
に
は

打
ち
終
え
、
5
波
の
終
了
す
る

11
月
に
ほ
ぼ
希
望
し
た
国
民
に

接
種
し
終
え
た
。
第
5
波
の
感

染
者
が
急
速
に
減
少
し
た
原
因

に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
第
5

波
は
第
4
波
に
比
べ
感
染
者
数

が
圧
倒
的
に
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
死
亡
者
が
少
な
い
こ
と

に
つ
い
て
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
私
は
こ
の
議
論
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
と
と

も
に
、
整
然
と
進
ん
だ
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
第
5
波
の
死
亡
者
を

減
少
さ
せ
た
と
考
え
る
。
理
由

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
感
染
症
で
は
一
般
に
、
感
染

者
数
は
時
間
差
を
と
も
な
っ
て

死
亡
者
数
と
相
関
を
示
す
。
そ

こ
で
、CO

V
ID
-19 

に
お
い

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
公
開
デ
ー
タ
を
用

い
て
第
3
波
と
第
4
波
の
感
染

者
数
と
死
亡
者
数
の
解
析
を

行
っ
た
と
こ
ろ
2
週
間
遅
れ
の

死
亡
数
が
、
感
染
者
数
と
極
め

て
高
い
相
関
を
示
す
（
ｒ２

＝

0
・
8
6
6
3
、ｐ＜

0
・
0

0
1
）こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

の
関
係
を
用
い
て
、
第
3
波
か

ら
第
5
波
の
予
測
解
析
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
図
に
示
す
よ
う
に

第
3
〜
4
波
で
は
、
予
測
値
は

実
測
死
亡
数
と
合
う
が
、
第
5

波
（
7
月
1
日
〜
10
月
24
日
）

の
全
国
の
新
規
感
染
者
数
に
対

す
る
死
亡
者
数

が
、
予
測
値
1
万

6
1
1
4
人
に
対

し
て
3
4
1
5

人
、
約
1
万
3
千

人
減
の
、
約
21
％

に
抑
え
込
ま
れ
て

い
た
。

　
で
は
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
死
亡
の

大
き
な
抑
制
が
可

能
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
？
　
こ

れ
は
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
よ
る
効
果
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ

る
。
全
国
の
2
回
目
接
種
終
了

者
は
11
月
5
日
時
点
で
人
口
の

74
％
に
当
た
る
9
2
5
5
万
6

9
9
0
人
に
達
し
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
迅
速
な
接
種
は

な
ぜ
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
？
　
接
種
者
の
う
ち
、
自

衛
隊
に
よ
る
大
規
模
接
種
会
場

や
大
企
業
の
職
域
接
種
等
を
除

く
人
口
の
62
％
に
あ
た
る
約
7

7
0
0
万
人
へ
の
接
種
は
、
個

別
医
療
機
関
あ
る
い
は
集
団
接

種
会
場
で
行
わ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
接
種
を
担
っ
た
の

は
地
域
の
医
療
者
で
あ
り
、
地

域
の
医
療
機
関
に
よ
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
協
力
体
制
の
寄
与
す
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
公
衆

衛
生
活
動
に
医
療
者
が
積
極
的

に
参
加
し
、
整
然
と
地
域
住
民

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
い
、
死

亡
を
大
き
く
抑
制
し
え
た
今
回

の
経
験
は
、
今
後
の
公
衆
衛
生

政
策
の
在
り
方
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
、極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
公
衆
衛
生
機
能
は
、
地
域

の
開
業
医
を
含
め
た
地
域
の
医

療
者
が
担
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
機
能
を
正
し
く
評
価
し
、

地
域
医
療
計
画
の
中
で
は
守
る

べ
く
感
染
症
予
防
機
能
と
し
て

考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・

政
策
部
会
部
員
　
小
泉 

昭
夫
）

対　　象：京都府保険医協会会員
※原則として取りに来ていただける方

期　　間：10日間
※希望多数の場合、 早めにご返却いただくことがあります

貸出モデル： ＣＰＲ対応訓練用モデル（除細動器の貸出可）
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

C
P
R
対
応

訓
練
用
モ
デ
ル

　協会では、医療安全対策の一環として医療機関向けに除細動のトレー
ニングにも対応できる救急蘇生モデルの貸し出しを行っています。院内
や院外での除細動器を使った実践的なCPRトレーニングにご活用下さい。

貸 

出 

要 

領

救命救急対策に
救急蘇生モデルの
ご活用を

貸出料 無料

原
定
性
の
点
数
は
別
途
算
定
で

き
ず
、
21
年
12
月
30
日
ま
で
6

0
0
点
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

21
年
12
月
31
日
か
ら
価
格
改
定

さ
れ
、
4
2
0
点
と
な
り
ま

す
。（
参
考
ま
で
に
、
単
体
の

SA
R
S-C
oV
-2 

抗
原
検
出

（
定
性
）
キ
ッ
ト
は
21
年
12
月

31
日
か
ら
3
0
0
点
と
な
り
ま

す
。）

　
②
28
公
費
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
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こ
の
日
は
、
秋
の
特
別
拝
観

が
行
わ
れ
て
お
り
、
法は

っ
堂と

う
に
は

天
井
に
狩
野
光
信
筆
の
蟠ば

ん
り
ゅ
う
ず

龍
図

が
描
か
れ
て
お
り
、
ど
の
方
向

か
ら
見
て
も
睨
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
、
手
を
た
た
く
と

「
ビ
ー
ン
」
と
響
く
こ
と
か
ら

「
鳴
き
龍
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
私
も
実
際
に
手
を
た
た
い

て
み
ま
し
た
が
、反
響
は「
？
」

で
、
た
た
く
力
が
弱
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
方
丈
に
は
す
べ

て
の
絵
柄
を
法
華
経
の
経
文
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
文
字
絵
の
観

音
菩
薩
画
像
が
あ
り
、
そ
の
拡

大
図
で
は
実
際
に
細
い
線
が
お

経
の
文
字
で
書
い
て
あ
る
の
が

よ
く
わ
か
り
、
そ
の
緻
密
さ
に

感
心
し
ま
し
た
。
南
方
丈
の
縁

側
に
坐
る
と
ボ
カ
ボ
カ
と
温
か

く
、
ま
さ
に
小
春
日
和
。
幸
せ

な
気
分
に
な
れ
ま
し
た
が
、
そ

う
そ
う
ゆ
っ
く
り
も
し
て
お
ら

れ
ず
、
夢
窓
国
師
像
の
安
置
さ

　
地
下
鉄
烏
丸
線
鞍
馬
口
駅
に

集
合
し
た
私
た
ち
一
行
11
人

は
、
駅
か
ら
少
し
東
に
入
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
上
御
霊
神
社
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
お
な
じ
み
の
講

師
の
脇
野
博
昭
先
生
の
案
内
で

巡
り
ま
し
た
。
こ
の
神
社
は
応

仁
の
乱
の
勃
発
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
発
端
は
、
こ
の
地
に
畠
山
政

長
が
陣
を
張
り
（
こ
れ
が
東

軍
）、
同
族
の
畠
山
義よ

し

就な
り

と
戦

火
を
交
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
由
。
門
前
に
は
「
唐か

ら

板い
た
」
と
い
う
厄
除
け
せ
ん
べ
い

の
み
を
売
る
水
田
玉
雲
堂
が
あ

り
、
お
土
産
に
買
い
求
め
よ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
、
日
曜
日
で
お
休
み
で
し

た
。

　
こ
の
お
店
は
、
も
と
も
と
は

境
内
に
あ
っ
た
の
が
、
先
の
大

戦
時
に
夜
間
、
店
の
明
か
り
が

も
と
で
神
社
に
爆
撃
が
あ
っ
て

は
い
け
な
い
と
、
門
前
に
移
っ

よ
う
に
く
っ
き
り
と
き
れ
い
に

見
え
ま
し
た
。

　
次
の
阿
弥
陀
寺
に
は
、
本
能

寺
の
変
の
際
に
、
当
時
の
住

職
、
清せ

い
玉ぎ

ょ
く

上
人
が
信
長
の
骨
灰

を
集
め
て
供
養
し
た
と
伝
わ
る

墓
所
が
あ
り
、
子
の
信
忠
や
森

蘭
丸
等
の
近
習
、
ま
た
新
し
い

と
こ
ろ
で
は
森
光
子
さ
ん
の
お

墓
も
あ
り
ま
し
た
。

　
禁
門
の
変
、
戊
辰
戦
争
（
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
）
で
亡
く

な
っ
た
薩
摩
藩
士
の
墓
所
の
前

を
通
り
、
私
た
ち
は
臨
済
宗
相

国
寺
派
大
本
山
の
相
国
寺
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。
相
国
寺
は
、

足
利
三
代
将
軍
義
満
が
後
小
松

天
皇
の
勅
命
を
受
け
、
明
徳
3

（
1
3
9
2
）
年
に
完
成
し
た

一
大
禅
苑
で
す
。
京
都
五
山
第

2
位
の
寺
格
で
あ
り
、
金
閣

寺
・
銀
閣
寺
も
そ
の
末
寺
に
な

る
と
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
流
行
し
て
か
ら
、
産
業
医
を
し

て
い
る
介
護
施
設
か
ら
し
ば
し
ば

相
談
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
う
ち
の
ヘ
ル
パ
ー
な
の
で
す

が
、
37
・
9
℃
の
発
熱
が
あ
る
の

で
す
」

　
「
コ
ロ
ナ
の
こ
と
を
心
配
さ
れ

て
い
る
の
で
す
ね
」

　
「
そ
う
な
の
で
す
。
そ
の
職
員

な
の
で
す
が
、
今
日
、
利
用
者
さ

ん
宅
を
訪
問
し
て
い
る
の
で
す
」

　
「
出
勤
時
に
、
全
職
員
の
検
温

を
し
て
い
ま
し
た
よ
ね
」

　
「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
今
朝
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
夕
方
に
な
っ

て
熱
が
あ
る
と
言
っ
て
き
た
の
で

す
」

　
「
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
て
ほ

し
い
の
で
す
か
」

　
「
そ
う
な
の
で
す
。
も
し
コ
ロ

ナ
だ
っ
た
ら
、
利
用
者
さ
ん
と
濃

厚
接
触
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
大
変
な
こ
と
な
の
で
す
」

　
結
局
、
こ
の
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
陰
性
で
、
翌
日
に
は
解
熱
し

て
特
段
の
自
覚
症
状
も
な
く
、
事

な
き
を
得
た
。

　
介
護
施
設
で
は
、
職
員
が
直
接

に
利
用
者
さ
ん
と
接
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
介
護

施
設
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
は

神
経
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
利
用
者

に
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
な
い
か
を
注

意
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で

あ
る
が
、
施
設
の
職
員
や
家
族
に

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

の
対
策
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た

め
衛
生
委
員
会
で
議
論
し
て
職
員

や
同
居
家
族
が
コ
ロ
ナ
感
染
に

な
っ
た
場
合
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
た
。

　
先
日
も
、
職
員
の
家
族
が
コ
ロ

ナ
感
染
者
と
な
っ
て
、
職
員
が
濃

厚
接
触
者
で
あ
る
と
保
健
所
か
ら

認
定
さ
れ
た
。
早
速
、
作
成
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
し
た
が
っ
て
職
員

に
は
自
宅
待
機
し
て
も
ら
っ
た
。

　
「
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
に

な
っ
た
場
合
に
は
病
休
の
扱
い
に

な
る
の
で
す
」

　
「
入
院
す
る
に
し
ろ
自
宅
療
養

す
る
に
し
ろ
病
気
療
養
な
の
だ
か

ら
病
休
で
す
ね
」

　
「
で
も
、
職
員
が
濃
厚
接
触
者

に
な
っ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陰
性
で

あ
っ
て
も
自
宅
待
機
を
要
請
さ
れ

る
の
で
す
。
そ
の
と
き
は
、
病
休

に
な
ら
な
い
の
で
す
」

　
「
確
か
に
。
健
康
観
察
の
た
め

の
自
宅
待
機
だ
か
ら
病
休
と
は
な

ら
な
い
」

　
「
そ
う
な
の
で
す
。
そ
の
場
合

で
も
、
施
設
か
ら
自
宅
待
機
中
の

給
与
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
」

　
「
え
っ
。
そ
う
な
の
で
す
か
」

　
「
た
だ
で
さ
え
、
人
員
が
足
り

な
く
な
っ
て
や
り
く
り
に
困
っ
て

い
る
の
に
、
給
与
を
支
払
っ
て
休

ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
」

　
濃
厚
接
触
者
の
扱
い
に
つ
い
て

施
設
で
は
困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は

職
員
が
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場

合
に
は
最
終
接
触
日
よ
り
14
日
間

の
健
康
観
察
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
て
、
職
場
に
出
て
こ
ら
れ
な
い

こ
と
に
し
て
い
る
。
各
地
の
保
健

所
の
取
扱
い
規
則
を
参
考
に
し
て

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
退
院
基
準
で

は
発
症
か
ら
10
日
経
過
し
、
か
つ

症
状
軽
快
か
ら
72
時
間
経
過
し
た

場
合
と
な
っ
て
い
る
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
感
染
者
の
方
が
濃
厚

接
触
者
よ
り
も
早
期
に
職
場
復
帰

で
き
る
こ
と
と
な
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
方
が
、
濃

厚
接
触
者
よ
り
も
待
機
期
間
が
短

い
の
は
お
か
し
い
で
す
よ
ね
」

　
「
う
ー
ん
、
そ
う
で
す
ね
」

　
「
職
員
が
感
染
者
に
な
っ
た
方

が
、
病
休
に
で
き
る
し
職
場
復
帰

ま
で
の
期
間
が
短
い
の
で
助
か
り

ま
す
」

　
「
そ
う
で
も
な
い
で
す
よ
。
保

健
所
や
主
治
医
の
対
応
に
よ
っ
て

も
違
い
ま
す
が
、
退
院
後
1
週
間

程
度
は
自
宅
待
機
が
必
要
の
よ
う

で
す
。
そ
れ
に
職
場
復
帰
後
も
体

調
不
良
が
な
い
か
の
観
察
も
必
要

で
す
か
ら
。
そ
れ
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
感
染
す
る
と
重
症
に
な
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
よ
」

　
「
そ
う
で
す
よ
ね
」

　
「
職
員
が
コ
ロ
ナ
感
染
者
に

な
っ
た
ら
、
施
設
の
利
用
者
さ
ん

に
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
い
な
い
か
調

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
施
設

が
ク
ラ
ス
タ
ー
に
な
る
か
も
分
か

ら
な
い
の
で
す
よ
」

　
「
恐
ろ
し
い
こ
と
を
言
わ
な
い

で
下
さ
い
」

　
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

プ
ー
ル
方
式
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

認
め
ら
れ
、
施
設
利
用
者
全
員
の

検
査
を
行
政
検
査
で
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
無

症
状
者
で
も
行
政
検
査
と
し
て
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
が
実
施
で
き
る
の
は
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
が
、
対
象
と
な

る
施
設
等
の
種
別
、
対
象
者
、
対

象
地
域
な
ど
は
都
道
府
県
が
定
め

る
こ
と
に
な
る
。

　
産
業
医
と
し
て
現
場
か
ら
相
談

を
受
け
た
場
合
に
気
軽
に
案
内
で

き
る
類
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の

よ
う
な
状
況
と
な
ら
な
い
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

介
護
施
設
と
コ
ロ
ナ

飯田 泰啓（相楽）
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第 4 回

　
日
　
時　
2
月
26
日
（
土
） 

午
後
3
時
〜
6
時

　
場
　
所　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ

ン
セ
ス
京
都
3
階「
ロ
ー
ズ
Ａ
」 

　
会
　
費　
1
0
0
0
円
（
来

場
者
）

　
締
　
切　
2
月
25
日
（
金
）

午
後
5
時
ま
で

第
1
1
6
回

 

京
都
実
施
医
家
の
会

 

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

　
内
　
容　
講
演
1
「
Ｄ
Ｗ
Ｉ

Ｂ
Ｓ
―
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ

Ｔ
に
せ
ま
れ
る
か
？
」
松
本
淳

也
氏
（
株
式
会
社
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
）、
森
正
幸
氏

（
洛
和
会
丸
太
町
病
院
放
射
線

科
部
長
）、
座
長
・
片
岡
正
人

氏（
医
）片
岡
医
院
院
長
）／
講

演
2
「
よ
く
診
る
疾
患 〝
蕁
麻

疹
〞
診
療
の
ポ
イ
ン
ト
」
谷
崎

英
昭
氏
（
関
西
医
科
大
学
皮
膚

科
学
講
座
教
授
）、
座
長
・
堀

直
樹
氏
（
堀
医
院
院
長
）

　
共
　
催　
京
都
実
地
医
家
の

会
、
田
辺
三
菱
製
薬
株
式
会
社

　
※
日
医
生
涯
教
育
講
座
2
単

位
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
コ
ー
ド
：

9
医
療
情
報
0
・
5
単
位
、
15

臨
床
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス

0
・
5
単
位
、
26
発
疹
0
・
5

単
位
、
73
慢
性
疾
患
・
複
合
疾

患
の
管
理
0
・
5
単
位

　
※
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ウ
ェ
ブ

形
式（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）

に
て
開
催
。
視
聴
を
希
望
の
場

合
は
、
①
ま
た
は
②
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

　
①
参
加
登
録
フ
ォ
ー
ム
：

https://form
s.office.

com
/r/cM

StH
rm
Jc1

　
②
問
い
合
わ
せ
：

Y
am
ashita.H

iroshi@
m
m
.m
t-pharm

a.co.jp

（
担
当
者
：
田
辺
三
菱
製
薬
株

式
会
社
・
山
下
博
）

宇
田 
裕
子
（
宇
治
久
世
）

歴
史
溢
れ
る
寺
社
仏
閣
巡
り
を
楽
し
む

　
普
茶
料
理
が

い
た
だ
け
る
黄

檗
宗
の
閑
臥
庵

に
ち
ょ
っ
と
立

ち
寄
り
、
寺
町

通
り
を
南
行
。

六
地
蔵
巡
り
の

鞍
馬
口
地
蔵
と

し
て
知
ら
れ
て

い
る
上
善
寺
、

「
額
縁
の
門
」

で
有
名
な
天
寧

寺
に
寄
り
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど

こ
の
日
は
、
表

門
か
ら
比
叡
山

が
額
に
入
っ
た

　
協
会
は
、
烏
丸
鞍
馬
口
周
辺
の
史
跡
を
訪
ね
る
文

化
ハ
イ
キ
ン
グ
を
11
月
14
日
に
開
催
。
深
ま
る
秋
の

午
前
の
ひ
と
と
き
を
歴
史
散
策
で
堪
能
し
た
。
参
加

者
は
11
人
。
以
下
に
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

れ
て
い
る
開
山
堂
に
回
り
ま
し

た
。

　
お
昼
前
に
相
国
寺
を
後
に
し

解
散
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も

だ
っ
た
ら
お
い
し
い
ラ
ン
チ
を

い
た
だ
け
る
の
に
、
コ
ロ
ナ
禍

で
会
食
は
な
し
。
ち
ょ
っ
と
残

念
で
し
た
。
次
回
は
、
ど
う
ぞ

お
い
し
い
ラ
ン
チ
が
食
べ
ら
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
脇
野
先
生
を
は
じ
め
、
協
会

の
担
当
者
の
方
、
ご
参
加
の
皆

さ
ま
、
歴
史
あ
ふ
れ
る
楽
し
い

半
日
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

た
そ
う
な
。
毎
月
18
日
に
は
囀さ

え
ず

り
市
と
い
う
の
が
あ
る
そ
う
で

す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
出
か
け

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
（
そ

の
時
は
唐
板
を
絶
対
買
い
ま

し
ょ
う
ぞ
）。

1 月のレセプト受取・締切
基
金・国
保
（※）

８日
（土）

９日
（日）

10日
（月）

○ 閉所 ○◎
○は受付会場設置日、◎は締切日

受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（月）11日（火）11日（火）

天
寧
寺
に
て
記
念
撮
影

2 0 2 1 年 (令和 3年) 1 2 月 2 5 日第 3 1 1 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 (6)毎月10日･25日発行

上
京
で
歴
史
散
策　

文
化
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催

文
化

企
画
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